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1. 令和3年6月期第2四半期の連結業績（令和2年7月1日～令和2年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

3年6月期第2四半期 6,028 △4.4 250 △33.4 225 △32.3 137 △23.2

2年6月期第2四半期 6,303 6.7 376 473.5 332 350.0 178 235.0

（注）包括利益 3年6月期第2四半期　　134百万円 （△25.6％） 2年6月期第2四半期　　181百万円 （260.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

3年6月期第2四半期 28.58 ―

2年6月期第2四半期 37.29 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

3年6月期第2四半期 8,857 828 9.4 172.82

2年6月期 9,495 733 7.7 153.12

（参考）自己資本 3年6月期第2四半期 828百万円 2年6月期 733百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2年6月期 ― 8.20 ― 8.20 16.40

3年6月期 ― 8.20

3年6月期（予想） ― 8.20 16.40

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 3年 6月期の連結業績予想（令和 2年 7月 1日～令和 3年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 3.2 370 26.8 300 23.2 110 91.0 22.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 3年6月期2Q 5,204,500 株 2年6月期 5,204,500 株

② 期末自己株式数 3年6月期2Q 411,588 株 2年6月期 412,488 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 3年6月期2Q 4,792,444 株 2年6月期2Q 4,783,553 株

（注）期末自己株式数は、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式が含まれております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．3「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、消費マインド

の低下が進み、依然として厳しい状況で推移しました。一部都府県では令和３年１月に再度緊急事態宣言が発出さ

れる等、感染再拡大の懸念から景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

このような状況の中、当社グループは駐車場事業の収益力向上、不動産事業における新築マンションの販売強

化及び駐車場等小口化事業における「トラストパートナーズ」の販売拡大の他、各種事業の収益改善等に注力して

まいりました。 

以上の結果、売上高6,028,987千円（前年同期比4.4％減）、営業利益250,857千円（同33.4％減）、経常利益

225,023千円（同32.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は137,001千円（同23.2％減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①駐車場事業 

駐車場事業につきましては、外出自粛等の影響により、駐車場利用者が減少する中、安心・安全な車室の提供

に努めてまいりました。 

以上の結果、売上高3,369,192千円（前年同期比4.0％減）、営業損失38,828千円（前年同期は209,696千円の営

業利益）となりました。 

なお、当第２四半期連結会計期間末の駐車場数は858ヶ所（前年同期より37ヶ所増、前連結会計年度末より２ヶ

所増）、車室数は32,299車室（前年同期より1,557車室増、前連結会計年度末より368車室減）となっております。 

 

②不動産事業 

不動産事業につきましては、当第２四半期連結累計期間においては、新築マンションの竣工はなく、既竣工物件

である「トラスト別府駅前（大分県別府市）」及び「トラスト野間大池公園レジデンス（福岡市南区）」の販売に

注力し、８戸の引渡を実施しました。 

以上の結果、売上高283,601千円（前年同期比53.6％減）、営業損失113,560千円（前年同期は38,454千円の営業

損失）となりました。 

なお、当連結会計年度におきましては、新築マンション１棟「トラスト鳥栖中央レジデンス（佐賀県鳥栖市、65

戸、令和３年４月引渡予定）」の竣工を予定しております。 

 

③駐車場等小口化事業 

不動産特定共同事業法に基づく駐車場小口化商品「トラストパートナーズ」の販売を中心として行う駐車場等小

口化事業につきましては、令和２年８月に「トラストパートナーズ第19号（東京都中央区、販売総額125,000千

円）」、令和２年９月に「トラストパートナーズ第20号（福岡県久留米市、佐賀県佐賀市、長崎県佐世保市、宮崎

県宮崎市、山口県下関市の５物件、販売総額295,000千円）」、令和２年12月に「トラストパートナーズ第21号

（北九州市小倉北区、販売総額1,215,000千円）」を組成、完売いたしました。 

以上の結果、売上高1,597,649千円（前年同期比16.4％増）、営業利益428,480千円（同89.1％増）となりまし

た。 

 

④メディカルサービス事業 

メディカルサービス事業につきましては、「介護老人保健施設みやこ」及び「福岡信和病院」の賃貸収入等によ

り概ね堅調に推移いたしました。 

以上の結果、売上高92,451千円（前年同期比1.3％減）、営業利益1,078千円（同93.9％減）となりました。 

 

⑤ＲＶ事業 

ＲＶ事業につきましては、キャンピングカー「Ｃ－ＬＨ」の製造、販売及びレンタルに注力いたしました。 

以上の結果、売上高172,377千円（前年同期比29.0％増）、営業損失67,010千円（前年同期は35,237千円の営業

損失）となりました。 

 

⑥その他事業 

その他事業につきましては、温浴施設「那珂川清滝（福岡県那珂川市）」、「和楽の湯下関せいりゅう（山口県

下関市）」の来館者数回復、水素水関連商品の定期顧客確保及び警備契約獲得等に努めてまいりました。 

以上の結果、売上高513,715千円（前年同期比11.8％減）、営業利益18,348千円（前年同期は22,036千円の営業

損失）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

１．資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比較して227,200千円減少し、5,005,207

千円となりました。主な増加要因は、仕掛販売用不動産の増加343,567千円、商品及び製品の増加121,252千円であ

ります。一方、主な減少要因は、販売用不動産の減少462,033千円、その他流動資産の減少287,892千円でありま

す。固定資産は前連結会計年度末と比較して410,726千円減少し、3,852,521千円となりました。主な減少要因は、

「トラストパートナーズ」での販売を目的として、建物及び構築物492,074千円、土地214,687千円を「販売用不動

産」へ振替えたことによるものであります。なお、当該資産は、「トラストパートナーズ第21号」として組成、完

売しております。

この結果、総資産は8,857,728千円となり、前連結会計年度末に比べ、637,926千円減少しました。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比較して634,703千円減少し、4,599,356

千円となりました。主な減少要因は、短期借入金の減少639,200千円であります。固定負債は前連結会計年度末と

比較して97,783千円減少し、3,430,041千円となりました。主な減少要因は、長期借入金の減少116,473千円であり

ます。

この結果、負債合計は8,029,398千円となり、前連結会計年度末に比べ732,487千円減少しました。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較して94,560千円増加し、828,330千円

となりました。主な増加要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加137,001千

円、主な減少要因は、剰余金の配当40,691千円であります。

この結果、自己資本比率は9.4％（前連結会計年度末は7.7％）となりました。

 

２．キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較し52,193千円増加し、

1,707,916千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,551,814千円のプラス（前年同期は672,816千円のマイナス）となりま

した。これは主に、営業貸付金の減少250,066千円、税金等調整前四半期純利益222,632千円、駐車場設備等の減価

償却費215,251千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、427,657千円のマイナス（前年同期は96,277千円のマイナス）となりま

した。これは主に、有形固定資産の取得による支出448,964千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,071,963千円のマイナス（前年同期は145,565千円のマイナス）となり

ました。これは主に、長期借入金の返済による支出1,357,690千円、長期借入れによる収入1,049,640千円、短期借

入金の純減少額639,200千円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

令和３年６月期の通期の連結業績予想につきましては、令和２年８月７日に公表いたしました「令和２年６月期

決算短信」における連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和２年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,718,539 1,771,933 

受取手形及び売掛金 162,561 164,014 

販売用不動産 792,030 329,997 

仕掛販売用不動産 1,073,084 1,416,651 

商品及び製品 93,700 214,953 

仕掛品 130,244 128,347 

原材料及び貯蔵品 68,348 71,650 

その他 1,265,279 977,387 

貸倒引当金 △71,379 △69,726 

流動資産合計 5,232,408 5,005,207 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,484,004 1,196,482 

土地 891,908 839,889 

その他（純額） 896,204 813,897 

有形固定資産合計 3,272,117 2,850,269 

無形固定資産    

のれん 95,833 87,433 

その他 106,889 98,122 

無形固定資産合計 202,722 185,555 

投資その他の資産 788,406 816,696 

固定資産合計 4,263,247 3,852,521 

資産合計 9,495,655 8,857,728 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和２年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 207,747 255,609 

短期借入金 2,893,720 2,254,520 

1年内返済予定の長期借入金 1,007,394 815,817 

未払法人税等 76,258 107,940 

ポイント引当金 4,165 3,661 

資産除去債務 2,660 7,460 

返品調整引当金 147 147 

その他 1,041,967 1,154,200 

流動負債合計 5,234,060 4,599,356 

固定負債    

長期借入金 2,766,577 2,650,104 

株式給付引当金 14,087 15,272 

退職給付に係る負債 73,479 76,623 

資産除去債務 104,369 103,813 

その他 569,311 584,228 

固定負債合計 3,527,825 3,430,041 

負債合計 8,761,885 8,029,398 

純資産の部    

株主資本    

資本金 422,996 422,996 

資本剰余金 224,086 224,086 

利益剰余金 288,608 384,918 

自己株式 △203,172 △202,884 

株主資本合計 732,520 829,118 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,249 △787 

その他の包括利益累計額合計 1,249 △787 

純資産合計 733,770 828,330 

負債純資産合計 9,495,655 8,857,728 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 令和元年７月１日 

 至 令和元年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 令和２年７月１日 
 至 令和２年12月31日) 

売上高 6,303,380 6,028,987 

売上原価 4,866,228 4,772,944 

売上総利益 1,437,152 1,256,042 

販売費及び一般管理費 1,060,550 1,005,184 

営業利益 376,601 250,857 

営業外収益    

受取利息 167 568 

受取配当金 687 281 

投資有価証券売却益 - 7,008 

その他 29,912 29,124 

営業外収益合計 30,767 36,982 

営業外費用    

支払利息 59,660 54,274 

その他 15,547 8,542 

営業外費用合計 75,207 62,816 

経常利益 332,160 225,023 

特別損失    

減損損失 4,340 2,391 

固定資産除却損 830 - 

特別損失合計 5,170 2,391 

税金等調整前四半期純利益 326,990 222,632 

法人税、住民税及び事業税 110,390 85,252 

法人税等調整額 38,173 377 

法人税等合計 148,563 85,630 

四半期純利益 178,426 137,001 

親会社株主に帰属する四半期純利益 178,426 137,001 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 令和元年７月１日 

 至 令和元年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 令和２年７月１日 
 至 令和２年12月31日) 

四半期純利益 178,426 137,001 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,001 △2,037 

その他の包括利益合計 3,001 △2,037 

四半期包括利益 181,427 134,964 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 181,427 134,964 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 令和元年７月１日 

 至 令和元年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 令和２年７月１日 
 至 令和２年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 326,990 222,632 

減価償却費 221,866 215,251 

減損損失 4,340 2,391 

のれん償却額 19,461 8,400 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,950 △1,652 

ポイント引当金の増減額（△は減少） △687 △504 

株式給付引当金の増減額（△は減少） 1,888 1,472 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,692 3,144 

受取利息及び受取配当金 △855 △849 

支払利息 59,660 54,274 

投資有価証券売却損益（△は益） － △7,008 

固定資産除却損 5,722 3,370 

売上債権の増減額（△は増加） 15,716 △1,453 

たな卸資産の増減額（△は増加） 262,809 △4,192 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,505,614 47,862 

営業貸付金の増減額（△は増加） 7,131 250,066 

前受金の増減額（△は減少） 31,139 79,557 

その他 33,795 824,813 

小計 △514,892 1,697,576 

利息及び配当金の受取額 855 849 

利息の支払額 △60,949 △52,369 

法人税等の支払額 △97,829 △94,242 

営業活動によるキャッシュ・フロー △672,816 1,551,814 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △3,800 △22,800 

定期預金の払戻による収入 2,400 21,600 

有形固定資産の取得による支出 △75,656 △448,964 

無形固定資産の取得による支出 △2,860 △735 

投資有価証券の売却による収入 － 33,985 

貸付けによる支出 － △500 

貸付金の回収による収入 8,099 1,901 

敷金の差入による支出 △25,239 △38,499 

敷金の回収による収入 7,723 31,523 

その他 △6,943 △5,169 

投資活動によるキャッシュ・フロー △96,277 △427,657 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 令和元年７月１日 

 至 令和元年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 令和２年７月１日 
 至 令和２年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 954,000 △639,200 

長期借入れによる収入 252,720 1,049,640 

長期借入金の返済による支出 △1,228,474 △1,357,690 

リース債務の返済による支出 △82,997 △84,156 

配当金の支払額 △40,813 △40,556 

財務活動によるキャッシュ・フロー △145,565 △1,071,963 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △914,658 52,193 

現金及び現金同等物の期首残高 2,603,997 1,655,722 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,689,338 1,707,916 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第２四半期連結会計期間において、株式会社フチガミを新

たに設立したため、連結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

（保有目的の変更） 

 当第２四半期連結会計期間において、保有目的の変更により、「建物及び構築物」及び「土地」に計上していた

有形固定資産706,762千円を「販売用不動産」へ振替えております。なお、当該資産はすべて売却し、売上原価に

計上しております。 

 

（新型コロナウイルスの感染拡大に伴う会計上の見積りについて） 

 前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）(新型コロナウイルスの感染拡大に伴う会計上の見積りについ

て)に記載した新型コロナウイルス感染症が会計上の見積りに与える影響について、重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自令和元年７月１日 至令和元年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

  駐車場事業 不動産事業 
駐車場等 

小口化事業 
メディカル 

サービス事業 ＲＶ事業 計 

売上高            

外部顧客への 

売上高 
3,510,610 610,813 1,372,205 93,638 133,577 5,720,845 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

1,057 10,669 22,484 － 57,915 92,126 

計 3,511,668 621,482 1,394,689 93,638 191,492 5,812,971 

セグメント利益 

又は損失（△） 
209,696 △38,454 226,599 17,780 △35,237 380,384 

 

       

 
その他 

（注）１ 合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

売上高        

外部顧客への 

売上高 
582,535 6,303,380 － 6,303,380 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

64,379 156,505 (156,505) － 

計 646,914 6,459,886 (156,505) 6,303,380 

セグメント利益 

又は損失（△） 
△22,036 358,347 18,253 376,601 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、温浴事業、ウォータ

ー事業、警備事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去274,406千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△255,909千円及び棚卸資産等の調整額△243千円が含まれており

ます。全社費用の主なものは、当社（持株会社）運営に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自令和２年７月１日 至令和２年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

  駐車場事業 不動産事業 
駐車場等 

小口化事業 
メディカル 

サービス事業 ＲＶ事業 計 

売上高            

外部顧客への 

売上高 
3,369,192 283,601 1,597,649 92,451 172,377 5,515,271 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

3,306 12,440 31,087 － 129 46,964 

計 3,372,498 296,042 1,628,736 92,451 172,506 5,562,236 

セグメント利益 

又は損失（△） 
△38,828 △113,560 428,480 1,078 △67,010 210,159 

 

       

 
その他 

（注）１ 合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

売上高        

外部顧客への 

売上高 
513,715 6,028,987 － 6,028,987 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

67,476 114,441 (114,441) － 

計 581,192 6,143,428 (114,441) 6,028,987 

セグメント利益 

又は損失（△） 
18,348 228,507 22,349 250,857 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、温浴事業、ウォータ

ー事業、警備事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去284,731千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△259,190千円及び棚卸資産等の調整額△3,191千円が含まれてお

ります。全社費用の主なものは、当社（持株会社）運営に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。
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